
輝

學

研

究

一

一
〇

主

峯

宗

密

の

「知
」
の

思

想

に

つ

い

て
小

林

圓

照

序

圭
峯
宗
密
暉
師
は
、
中
唐
に
於
て
敏
と
輝
の

一
致
論
を
提
唱
し
た
特
異
な
思
想
の
持
主
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
、
又
、
從
來
の
空
門
的

な
輝
流
に
封
し
て
、
圓
融
門
的
な
思
潮
を
加
え
た
。
換
言
せ
ば
華
嚴
を
以
て
輝
を
組
織
し
た
、
主
要
な

一
人
と
し
て
華

・
暉
思
想
史
上
、

そ
の
意
義
を
見
る
事
が
出
來
る
。
こ
の
よ
う
な
華
輝
融
會
の
思
想
の
中
核
で
あ
り
、
且
、
宗
密
が
そ
の
立
場
と
す
る
荷
澤
輝
の
輝
理
と
し

て

「
知
之

一
字
衆
妙
之
門
」
と
主
唱
さ
れ
る

「
寂
知
」
の
思
想
に
つ
い
て
そ
の

一
端
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

宗
密
の
思
想
的
な
背
景
を
調
べ
る
上
で
、
法
系
譜
を
見
る
と
、
輝
に
於
て
は
、
荷
澤
神
會
の
系
統
を
嗣
ぎ
同
時

に
中
國
華
嚴
宗
の
第
五
租

で
も
あ
る
。
騨
會
は
、
當
時
盛
ん
で
あ
つ
た
離
念
を
読
き
凝
心
的
修
定
に
重
き
を
置
く
義
幅
、
普
寂
ら
の
赫
秀
系
の
輝
を
極
力
排
撃
し
て

「
無
念
γ宗
、
無
作
爲
レ本
」
を
以
て
輝
の
正
統
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
密
の
承
け
た
荷
澤
暉
は
繭
會
の
資
、
智
如
よ
り
惟
忠
、
道

圓
と
相
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宗
密
は
若
く
し
て
経
論
を
讃
み
、
儒
學
に
專
心
し
た
後
、

惟
忠
、
聯
照
の
各
師
に
謁
し
、
元
和
二
年

(八
〇
二
)
途
州
道
圓
に
師
事
し

た
。
こ
の
間
に
圓
覧
経
を
得
て
悟
る
所
が
あ
り
、
法
順
の
法
界
観
門
を
も
心
要
と
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
。
次
で
清
涼
大
師
澄
観
の
華
嚴
経



疏
及
び
演
義
砂
を
弟
子
の
蜜
峯
よ
り
得
、

繊
ぐ
の
で
あ
る
。

神
會

・
澄
観

・
宗
密
の
譜
系

)

)

ー
ム
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白
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糊
璽
憐

至
鱗
偲
-

賢
灘
藏

〔

欣
然
と
し
て
深
く
澄
観
を
蹄
依
し
、
元
和
六
年

(八
=

)
三
十
二
歳
で
入
門
、

そ
の
華
嚴
を

羅
舞袖

霜(1

篇蓬

 

玄
素

ー

法
欽

醤麟

次

に
澄

観

と
暉

と

の
關

係

を
見

る

と
、
慧

忠
、

法
欽

よ
り
牛

頭
縄

を

、
慧
雲

よ
り

北
宗

の
玄

理

を
承

け
た

と
傳

え
ら

れ
る

が
、
法

脈

と

主
峯
宗
密
の

「
知
」
の
思
想
に
つ
い
て

一
一
一



暉

學

研

究

一
一
二

し
て
は
浮
査
無
名
を
縫
ぎ
荷
澤
暉
に
透
徹
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
の
答
順
宗
心
要
法
門
の
中
に
神
會
の
無
住
心
燈
、
即
ち
嬢
知
不
昧
と
し

「
心
心
作
佛
、
無
三

心
而
非
二佛
心
一、
庭
威
謹
眞
、
無
三
一
塵
而
非
二佛
國
域
」
と
華
嚴
の
立
場
を
読
い
て
い
る
が
、
澄
観
は
北
宗
の
離
念

と
南
京
の
無
念
を
璽
知
に
於
て
融
會
す
る
所
に
華
嚴
の
圓
融
無
凝
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
更
に
、
宗
密
に
至
る
と
、
圓
覧
経

を
基
礎
と
し
、
神
會
の
寂
知
と
華
嚴
の
性
起
に
通
ず
る
圓
覧
を
以
て
、
教
暉

一
致
を
艘
系
づ
け
る
の
で
あ
る
。

荷
澤
輝
と
構
さ
れ
る
法
系
に
於
て
、
紳
會

.
澄
観

・
宗
密
は
、
そ
の
宗
趣
を
よ
く
顯
わ
し
て
い
る
が
、
三
者
に

一
貫
し
た

「
寂
知
」
の

思
想
の
過
程
を
中
心
に
見
て
行
こ
う
と
思
う
。

註
ω(5)(4}(3)(2)

華

嚴
経

疏

一
五

(
大
正
藏

三
五

。
六

一
二
C
)
償

義
砂

三
四

(大

正
藏

三
六

・
二
六

二

a
)

圓

畳
経

大
疏

上
之

三

(績

一
・
十

四

・
ニ
ー

一
三
〇
左

上
)

同

疏
砂

一
之

上

(績

一
・
十

四

・
三
i

二

=

二
右

下
)

輝

源
所

詮
集
都

序

(
大

正
藏

四
八

.
四
〇

五
b
)

輝
門

師
資
承

襲
圖

(績

二

・

一
五

・
五
ー

四

三
六
右

下
参

照
)

宗

鏡
録

三

四

(大

正
藏

四
八

・
六

一
五
b
)
参

照

聯

會
和

術
遺
集

-
胡

適
校
ー

(
巻

三
-

一
七
五

・

一
七

六
)

荷

澤
大
師

顯
宗

記

(
景
徳
傳

燈

録

三
〇
、

大

正
藏

五

一
・
四
五

八
C
)

宋

傳
五

(大

正
藏

五
〇

・
七

三
七
)

景

傳

=
二

(
三
〇

一
)

傳
法

正
宗

記
七

(大

正
藏

五

一
・
七

四
九
-

七

五

一
)

答

順
宗

心
要

法

門

(績

一
・
二

・
八

・
四
-

三
〇

三
左

下
)

一

紳

會

の

「
知
」

紳
會
の
輝
の
立
場
は
、
「金
剛
般
若
波
羅
蜜
、
最
尊
最
上
最
第

一
」
と
提
唱
さ
れ
る
如
く
、

般
若
波
羅
蜜
に
依
る

「無
念
」
の
直
詮
に

あ
つ
た
。
そ
の
般
若
波
羅
蜜
は
能
く

一
切
法
を
撮
し
、

一
切
行
の
根
本
で
あ
り
、
コ

切
諸
佛
從
γ中
出
」
と
説
か
れ
歓
。
こ
の
よ
う
な
肺

會
の
立
場
に
、
所
謂

「
知
」
の
思
想
を
求
め
る
な
ら
ば
、
無
念
に
於
け
る
般
若
本
智
の
構
造
の
上
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
印
ち



然
此

法
門

、
直

指
契

γ
要

、
不

γ
帳

=
繁
文

一。

但

一
切

衆

生
、

心
本
無

相

…
…

心
自
無

物
、

印

無
物

心
、
自

性

空
寂
。

空
寂

盟

上

、自
有

二

本
智

一。
謂

レ知

以
爲

=
照

用

一。

故
般

若
経

云
、

『
鷹
無

所
住

而

生
其

心
』
慮

無
所

住
、

本
寂

之
罷

。
而

生

其

心
、
本

智
之

用
。
但

莫

一一作

意

一、

自

當
=
悟

入

一
。

と
神
會

語
録

に
あ

る
如
く

、
金

剛
般

若
経

の

『
鷹

無

所

γ住

而

生
二
其

心

」

と
言

う
清

澤

心

の
構
造

を
謹
壕

と
し

て
、

「
空
寂

盟

上
、
自

有

二
本
智

一」

と
か

「
不
作

意
師

是

無
念

。
無

念
盟

上
、

自
有

=
智
命

一、
本

智
命

印
是

實
相

」

又

「
本

寂
膿

上
、

自
有

二
般

若
智

一能
知

」
、

「
無

住
髄

上
有

=
本

智

一、

本
智

能
知

」
等

と

表
詮

さ
れ

る
も

の
で

あ
る
。

故

に

「
知

」

と

は
、

無
念

に
於
け

る
、
本

來

空
寂
燈

上

の
般
若

本
知

と

し

て
の
照
用

、
印

ち
、

般
若

の
藪

明

性
、
観

照
性

で

あ
り
、

正
覧

の
本

源

に
外

な
ら

な

い
。

こ
の

「
寂

知
」

は
般

若
寂

艦

上

の
自

有

で
あ

る
た
め
、

縁
起

を
假

ら
ず

し
て
能

く
知

る

(
頓
)

も

の
で
、
縁

起

に
依

つ
て
次
第

(漸

)

に
得

る
も

の
で

は
な

い
。
融

會

は

「
出

世
間

不
思
議

者

、
十

信
初

議

心
、

一
念
相

鷹

、
便
成

=
正

覧

一。

於

レ
理
相
磨

、

有
二
何
可

ア
怪
、

此
明

=
頓

悟
不

思
議

一」

と

し
、

頓
悟

を
出

世
間

の
不
思

議

と
呼

ぶ
が
、

「
念

不
起

」

を
坐

、
「
見

本
性

」
を

輝

と
す

る
如
く

、
行

は

理

(寂

知
)

の
頓

悟

に
於

て
見

ら
れ

る
。

こ

こ
に

北
宗

の
凝

心
的

修
定

、

用

心
等

は
障

菩
提

と
さ

れ
る
繹

で
あ

る
。
亦

「
夫

學
道

者
、

須

二頓

悟

漸
修

「
:
…
」
。

と
説

か

れ
る
所

の

「
漸

修
」

も

直
了
見

性

に
依

つ
て
自

然

に
智

慧
が

漸

々
埆
長

す

る
事

を
指

し
て

い
る
。
但

、
本

性
清

浮
艦

不

可
得

な

る
を
知
見

す

る
所

に
萬
行

倶
備

し
、
最

上
乗

の
道
が

示

さ

れ
る

の
で

あ
る
。

こ

の
よ
う

な
無
念

の

「
寂
知

」

の
構

造
を

基
礎

に

し
て
、
定

慧

の
等
覧

、
眞

空
妙

有

の
相
即

、
浬
藥

と
般
若

の
因

果
不

二
、

自
性

の
三

學

等
も

理
解

さ

れ
る
。

哲
法
師

問

、
云
何

是
定

慧
等

義

。

答

、
念

不
起

空
無

γ
所

γ
有
、

名

二
正
定

一、

能
見

こ
念
不

起

一、

空

無
レ
所

レ
有
、

名
爲

二
正

慧

一
。
印
定

之
時

是

慧
膿
、

即

慧
之
時

是
定

用
。

即

定

之
時
不

γ
異

「
慧

、
印

慧
之

時
不

r
異

γ
定
。
印

定

之
時
即

是

慧
、
師

慧
之

時
師

是
定

。
何

以

故
。

性
自
如

故
、

師
是

定

慧
等
覧

。

主
峯
宗
密
の

「
知
」
の
思

想
に
つ
い
て

一
一
三



揮

學

研

究

コ

四

と
設

く

よ
う

に
、

定

慧

は
寂
盟

が
定

に
於

て
、

知
用

が

慧
と

し
て
、

性
自

定

た

る
無

念
底

に
盟

用
相

邸

す

る
。

無

念

の
正

定

と
は

「
不
/

用
心

、
不

看
静

…
…

一
切
妄

想

不

生
」

で
あ
り

、
正

慧

と

は
空
寂
盟

上

の
本
智

で
あ

る
。
そ

し

て
、

こ
の
無

念

と

し
て

の

一
行

三
昧

、
即

ち
定

慧
無
分

到

な
る
般

若
行

に
至

つ
て

「
如
實

見
者

了

=
達
甚

深
法
界

一
…
…
見

=
無

念

一者
恒

沙
功

徳

一
時

等

備

」
と

さ
れ

、
又

「
是
知

帥

γ

定

無

定

、
印

γ
慧
無

γ
慧

。
印

γ
行
無

γ行

」

と
も

述

べ
ら
れ

る
。

無

念
爲

γ宗

無

作
爲

γ
本

、
眞

空
爲

γ
盟
妙

用

爲

γ用

。

夫
眞

知
無

念
非

一一想

念

一而

能
知

=
實

相

一…

(中
略
)
…

湛
然

常
寂

懸
用

無
方

。

用

.

而

常

空
、

空
而
常

用
。

用
而

不

γ有

印

是
眞

空
。

空
而

不

γ
無
便
成

=
妙

有

一。
妙

有
印

摩
詞

般

若
、
眞

空
印

清

深
渥
藥

。

般
若

是
渥

葉
之

因

、
渥
葉

是

般
若

之
果

。
般

若
無

見
能

見

二
浬
葉

一、

渥
藥

無
生

能
生

=
般
若

一。

浬
葉

般
若

名
異

艦
同

、
随

γ義

立

γ
名
。

故

云
三
法
無

=
定

相

一。

浬
葉

能

生

二般

若

一即

名
二
眞

佛
法

身

一。
般

若
能

建

二
渥
藥

一。

故
號

=
如
來

知
見

一。

知

印

知

二
心
空
寂

一
、

見
師

見

一一性
無

生

一。
知

見

分
明

不

一
不
異

。
故

能
動

寂
常

妙

、
理

事
皆

如
如

、
邸

=
庭
威

一能

二
通

達

一、

郎

二
理
事

一無
硬

。

と
顯

宗

記

に
明

示

さ
れ

る
如

く
、
眞

空

と
妙

有

は
無
念

の
實

詮

に
於

て
燈
用

相
師

し
、

妙
有

は
摩
詞

般
若

、

眞

空
清

浄

浬
禦

と
解

さ

れ

る
。

更

に
、
般

若

は
渥
葉

の
因

と
し

て
、

そ

の
無

見

に
し

て
能

く
浬
盤

を
見

、

渥
葉

は
般
若

の
果

と
し

て
、

そ

の
無

生

の
所

に
能

く
般

若

を

生
ず

る
が

故

に
、

無
念

の
眞

如

と

し
て

の
如

來
知

見

の
上

に
浬
葉

・
般

若

が
同

ぜ

ら
れ

る
。
或

は
、

戒
定

慧

の

三
學

に
就

い

て
も

「
有

作

三
者
約

一一諸

悪
不

作

一等

云

々
。
無

作

三
者
妄

心

不
起
是

戒

、
無
妄

心

是
定

、
知

二
無
妄

心

一是

慧
。
自

性

三
者

謂
=
空
寂

照

一
…
」

と
す

る

三
種

の
う
ち

、
寂
知

の
立

場

か
ら

、
空

(戒

)
寂

(定

)
照

(慧

)

の
自
性

の
三
學

に
立

つ
の
で
あ

る
4

「
知
之

一
字

衆
妙

之
門

」

と
言

う

一
句

は
神

會
録

等

に
直

接

に
見
出

し
得

ぬ
が

、

「
知

」

の
思

想

の
本
源

は
、

以

上

の
よ

う
な
無

念

と

し
て

の

「
本

智
能
知

」

の
構

造

に
於

て
、
充

分
把

握

で
き

る
繹

で
あ

る
。

註
ω

神
會

和
伺

遺
集

(巻

三

ノ

一
八
〇

・

一
八

一
)

「
…
(
崇
)
遠

師
問
、

何
故

不
レ
修
二
飴

法

一、

不
レ
行

二籐

法

一
「
唯
濁
修

二
般
若
波

羅

密
法

一、

行
二
般
若

波
羅

蜜
行

一。

和
荷

答

日
、

修
二
學
般
若
波

羅
蜜

一者
、

能
撮
二
一
切

法

一、

行
二
般
若

波
羅

蜜

一者
、

是

一
切
行

之
根

本
。

金
剛
般
若

波

羅
蜜
、

最
尊



(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)

 

※

最

上
最
第
二

、
無

生
無

滅
無

去
來
、

一
切

諸
佛
從

レ
中
出

」。

同

(
巻

一
-

一
〇

二
)

同

(
巻

一
-

一
〇

一
・

一

=
二
。

一
二
四
)

同

(巻

一
ー

一
〇
〇

)

同

(巻

三
-

一
七

五

・

一
七

六

・
巻

一
ー

一

一
二

・

一

=
二
)

同

(巻

一
-

一
二
八

・

一
二
九
)

(巻

一
ー

=

二
四
参

照
)

同
書

(巻

一
-

一
五
〇

・

一
五

一
)

紳

會
輝

師
語

録

(
一
四

・

一
六

参
照
)

顯
宗

記

(
四

五
八

c
・
四

五
九

a
)

頓

語
無

迷
般
若

頒
ー

胡
適

校
1

(巻

四
参

照
)

圓
畳

経

大
疏

妙

三
下

(
績

一
・

一
四

・

一

一
一
-

二
八

一
左
下
)

行

願
品
疏
紗

一

(績

一
・
七

・
五
-

四

〇
七

・
右

上
下
)

六
祀

壇
経

(大

正
藏

四

八

・
三
四

二
b

c

・
三

五
八

b

c
参

照
)
荷

澤
祠

會

大
師
示
衆

(景

傳

二
八

・
大
正
藏

五

一
・
四
三
九

c
第

一
問
滲

照
)

「
華

嚴

と
輝

と
の
通
路

」

(高

峰
了

州
師
著
)

ー

(
四
四

・
六
〇

・
六

一
参
照
)

以

上

の
如

き
脚
會

の
思
想

は
壇
経

の
般
若

第

二
、

定

慧
第

四

に
同
ず

る
も

の
と

し
て
注
意

参

照
さ

れ
ね
ば

な
ら

ぬ
。

二

澄

観

の

「
知
」

法
藏
の
性
相
融
會
、
事
々
無
凝
の
立
場
に
封
し
て
、
澄
観
は
終
頓
二
教
と
し
て
の
同
教

一
乗
の
論
立
に
依
つ
て
性
相
決
剣
、
事
理
無
硬

を
顯
わ
す
が
、
就
中
、
頓
教
に
就
て
は
、
慧
苑
の
見
解
を
排
し
法
藏
の
意
に
從
つ
て

「
寄
=無
言
之
言
一直
詮
三
言
紹
之
理
こ

と
し
、
達
摩

の
以
心
傳
心
は
正
し
く
頓
教
と
し
て
南
北
爾
縄
共
に
そ
れ
に
撮
容
し
て
理
解
さ
れ
た
。
更
に
別
教

一
乗
の
組
織
中
、
第
四
周
遍
含
容
は
法

界
観
門
の
周
遍
含
容
観
と
し
て
事
々
無
硬
で
あ
り
、
そ
こ
に
十
玄
も
開
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
無
障
硬
法
界
の
立
場
で
は
終
頓
の
三
教
を
融

撮
す
る
。
そ
の
融
撮
の
意
味
は
、
更
に
事
々
無
擬
の
法
性
融
通
門
、
師
ち
縁
起
に
封
し
て
性
起
の
立
場
と
さ
れ
、
事
々
無
硬
に
於
て
法
界

を
統
撮
す
る
総
該
萬
有
の
一
心
を
指
向
す
る
。
法
界
と
は

「無
名
相
中
張
爲
立
名
是
日
二無
障
磯
法
界
一」
で
あ
り
、

一
心
と
は

「
蓼
寂
虐

膿
沖
深
包
博
総
該
萬
有
即
是

一
心
燈
繕
=有
無
一相
非
=
生
滅
…
」
と
読
か
れ
る
立
場
で
あ
る
。

一
心
印
ち
法
界

に
し
て
心
盟
念
を
離
る
と

主
峯
宗
密
の
「知
」
の
思
想
に
つ
い
て

一
一
五



細
騨

闇學

研

究

一
一
六

し
、

唯

一
圓

覧

に
し

て
形
奪

讐
亡

せ
ば

覧
所

覧

を
離

る
と
言

う
所

に
、

一
心

に
於

て
頓
圓

綜
合

す

る
華

琿

一
致

の
思

想

の
基
礎

が
認

め

ら

れ

る
。

耐
會

が
寂

知

を
示

す

に

「
師

γ定

無

r定

師

γ
慧
師

γ行

無

γ行

性
等

二
虚

空

一腱

同
二
法

界

」
と

か

「
心
蹄

=
法
界

一萬
象

一
如

遽

=離

思
量

一智

同

二
法
性

一」
、

「
無

念
即

是

一
念

一
念
邸

一
切

智
」

等

と
詮

か
れ
、
或

は

「
花
嚴

云

…
十
信

初
蛮

心
金

剛
慧

便
成

正
覧

、
菩

提
之

法
有

=
何

次
第

こ

、

「
出

世
間

不
思

議

者
、

十
信
初

蛮

心

一
念

相
慮

便
成

正
覧

、
於

理
相
鷹

…

…
是

故
経

云
、

不
退

諸
菩
薩

其

数
如

二
潭

沙

一
一
心
共

思
議

亦
復

不

レ
能

γ知

…
」

等

と
表
現

さ

れ

る
所

に

華

嚴

思
想

へ
の

契

機
が

見

ら

れ
る
。

印

ち
無

念

本
智

の

寂
盟

照

用

の

一
如

と

し
て

の

「
知

」

は
理
智

不

二

の

一
念
想
慮

で
あ
り

、

便

成

正
覧

と

一
心
法
界

に
同

ぜ

ら
れ

る
。

澄

観

は
無
住

心

に

つ

い
て

「
以

γ
心
知

γ
如

」

も

「
以

γ
智
了

γ
心

」
も
境

や
心

に
住

す

る
も

の
と
し

「
住
二
無

住

こ

も
住

と
斥

け

「
不

二
生
於

心

一則
無

住
心

生
師

此
契

理
亦

名
=
方

便

一」

を

無
住

の
窮

極

と
示

し
て

「
無
念
知

則

無
間

　
」

と
説

か

れ
る
。
帥

ち

一
念
相

慮

の
無

念

の
知

を

「
瞥

然
起

心
」

と

せ
ば
止

を
失

つ
て
北
宗

の
意

に
相

違

し

「
暫
時

忘

照

と
せ
ば

観

を
混

じ
て
南
宗

に
背

反

す

る
の
で

あ

つ
て
、

「
寂
照

墾
流

γ
即
無

二
斯

過

一
」

と
し

て
南

北
爾

輝

を
會

す

惹
所

を
輝

の
本
意

と

さ
れ

る
。

彼

は
華
嚴

経

間
明
品

の
諸

佛

智
自
在

三
世
無
所

硬

以
下

、
文

殊

の
偶

頒

を
繹
す

る

に
、
「
八
明

二
知
艦

相

一」

と

し
て
、

知
郎

心
盟

、
了
別

師
非

眞

知

一。

故

『
非

二
識
所

フ
識
』
。
瞥

起
亦
非

=
眞

知

一、
故

『
非

ゴ
心
境
界

一』
。

心
盟

離

γ念

印
非

三
有

念

可
7
無

、
故

云

二
『
性
本

清
深

』
。
衆

生
等
有

或
甥

不

γ
知
、

故

「
佛

開
示

皆
令

二
悟

入

一」
。
印

γ
艦

之
用

、
故

問

γ之

以

γ
知
。
印

γ用

之
艦

、
故

答

γ
以

=

性

浮

一。
知

之

一
字
衆

妙

之
門

。
若

能
虚

γ
己
而

會

便
契

=
佛
境

一。

と

さ
れ
、

諸
佛

智
自

在

の

「
智

」

は
所
詮

の
法

に
封

し

て
能
詮

を
示

す
が

、
「
今

直
語

三
璽

知
眞

心
異

=
乎

木
石

一」

と
す

る

の
は
能
所

讃

を
通
ず

る
心
盟

と
し

て
の

「
知

」

で

あ
る
。

か

か
る
眞

知

を
考
察

す

る

に
》

「
了
別

」

「
了

=
見

心
性

一」
な

ど
が
眞

知

に
非
ず

と
さ

れ
る

の

は
、
南
宗

の
病

(
無
念

不
契

の
了

到
知

見
)

を
遣

る
も

の
で

「
眞

知
唯

無
念

方
見

」

と
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。
或

は
瞥

起

も
亦
眞

知

に
非



ず

と
言

う

の
は
北
宗

の

「
以

=
不

起
心

一爲

二
玄
妙

一」

と

し

一
以
二
眞

知

一必
忘

心
、

遣
照

言
思

道

断
　

」

と
す

る
弊

を
除

く

も

の
で
あ

る
。

此

の
如

き
無
念

の
眞

知

は
勝
天

王
般

若

の
経

誰

に
依

つ
て
、

「
但
以

一一無

念
・F

構

γ
此
而
知

、

郎
同

一一佛

知
見

一。
経

云

、
如

實
師
無

念

、
是

用

=無

念

心

一見

聞
覧

知

覧
=
知

一
切

事

法

一
心
常
寂

静
即

如
來

藏
」
。

と

明
示

さ

れ
る
。

「
心
盟

離

念
、
非

二
有

念

可
フ
無

」

と
す

る
を
以

て
南

北

の
病

弊

を
除

い
て

二
宗

が
隻

會

さ

れ
る
が

、

そ
れ

は
北
宗

の
離

念
を

破
す
南

宗

に
於

て
も
、
念

の
無

と
す

べ
き
な

き
性

澤

と
言

う
所

に

會

せ

ら

る
。

更

に
法
華

経

の

「
開

示
悟

通
佛

知

見
」

に

つ
い
て
は
、
北

宗

五
方
便

の
開

智

慧
門

の
不

起
不
動

を
示

し
、
南

宗

で
は

[
本
智

能

知

」
「
佛

心
是
衆

生

心
」

に
依

つ
て
解

か
さ

れ
る
。
以

上

に
よ

つ
て
、

南
宗

の

「
知

師

心
膿
」

(
即
農
之
用
)

と
北

宗

の

「
性
浄

」
(
師
用

之
膿
)
と
が

、
智

と
理

の
無

二
而

二
と

し
て
神
會

の
寂

知

の
立
場

に
統

一
さ
れ

る
。

澄

観

に
於

て
荷

澤
輝

の
立
場

を
直

載

に
表
詮

す

る
も

の
は
答
順

宗

心
要

法
門

で
あ

る
。

⑩

至

道
本

=乎

其

心

一、

心
法

本

一一乎

無

住

一。
無

住
心
盟

蜜
知

不
昧

、
性

相
寂

然
。

包

=
含

徳
用

一該

=
撮

内
外

一、

能
廣

能
深

。

と
説

か
れ
碑
會

の

「
空
寂

知

」

は
不

可
得

の
寂

盟

と

し
て
よ
り

は
、

「
本

智
能

知
」

の
照

用
面

が
璽

知
不

昧

と

し
て
顯
示

さ

れ
る
。

し

か
も

「
有

γ謹

有

γ
知
」

と

せ
ば
有

地

に
没

し

「
無

γ
照
無

γ
悟

」

と
せ
ば

空
門

を
蔽

う
も

の
で
、
但

「
錐

=
師

心
師

佛

一
唯
謹

者
方
知

」

と
す

べ
き

で

あ
る
。
「
但

一
念
不

生
前
後

際

断

」
と

か

「
直

造
心
源

無

智
無
得

」
と
示
す

の
は
見
性

、

性
浄

な
ど

の
了
別

作
爲

に
堕
す

る
と
排

す

課

で
あ
り
、

そ

こ

に

「
照
盟

濁
立

物

我
皆

如
」

と

し
て
法
界

が

現
謹

さ
れ

る
。
肺

會

の
空
寂

心
罷

た
る

一
心

は

「
若
無

心

忘
照

則
萬
累

都

掲

、
若

任

運
寂
知

則
衆

行
圓

起

」
と

さ

れ
る
如

く

「
本

智
能

知
」

を
契

機

と

し
て
、
総

該
萬

有

の

一
心
を
指

示

す

る
。

「
以

二
知
寂

不

二
之

一
心

一、
契

二
空
有

隻
融

之
中

道

[

も

の
で
あ

る
。
聯
會

の
無
念

は

「
一
念
師

一
切
智

」

と
し

一
念
相

慮

に
於

け
る
初

心

正
覧

で
あ

つ
た

が
、

澄
観

に
於

て

は
更

に

「
心

心
作
佛

無
三
一
心
而
非

=
佛

心

一、

虜

威
誰

眞
無

二
一
塵
而

非

二
佛
國

一」
。

と

し
て

の
法
界

圓
成

で
あ

つ
て
、

理
事

無
硬

な

る
暉
行

が
既

に
事

々
無

凝

の
誰
果

を
示

す

も

の
で
あ

つ
た
。

⑳

三
聖
圓
融
観
門
の
理
行
果
の
構
造
の
上
で
も
毘
盧
遮
那
の
果
海
に
理
行
も
包
撮
さ
れ
る
意
味
に
於
て
輝
の
寂
照
の
艦
用
は
華
嚴
の

一
心

主
峯
宗
密
の
「知
」
の
思
想
に
つ
い
て

一
一
七



暉

學

研

究

コ

八

似界
の
理
智
不
二
な
る
果
現
を
謹
す
も
の
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
南
北
爾
暉
の
融
會
の
根
檬
も
こ
こ
に
あ

つ
た
。

澄
観
の

「
知
」
の
思
想
は
騨
會
の
寂
知
の
自
牲
性
起
用
た
る
能
知
を
契
機
と
し
て
、
塞
知
不
昧
と
し
て
展
開
さ
れ
華
嚴
の
総
該
萬
有
の

一
心
に
同
じ
て
把
握
さ
れ
た
。
「知
之

一
字
衆
妙
之
門
」
と
言
う
の
は
、
思
想
史
的
に
は
澄
観
に
あ
つ
て
、
よ
く
顯
わ
し
得
た
と
思
う
。

(11)
註

(1①(9)、(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)
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績
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四

一
)

遣
集

(
巻

一
ー

一
〇
〇
)

演
義

紗

三
三

(
二
五
六
b
)

華
・嚴

経
疏

一
五

(六

一
二
b
～

c
)

・
八
十
華
・嚴
経

一
四

(大

正
藏

一
〇
1
六

九

a
参

照
)

演
義

砂

三
四

(
二
六

一
b

・
二
六

二

a
)

答

順

宗

心
要

法
門

(
三
〇

三
左
下

・
三
〇

四
右

上
)

・
五
嘉

山
鎭
國

大
師

澄
観
答

皇
太

子
問

心
要

(景
傳

三
〇
、

大

正
藏

五

一
・
四

五
九

a
b
参

照
)

三
聖
圓

融
観

門

(
大

正
藏
四

五

・
六

七

一
a
b

c
)

1

二
聖

法
門
既

相

融
者
則
普

賢
因

漏
離

相
絶

言
没

同
果
海

是
名

毘
厘
遮

那
。

三

宗

密

澄
観
の
華
輝
思
想
の
内
に
、
祠
會
の

そ
れ
を
縫
ぐ
宗
密
に
於
い
て
も
同
じ
立
場
か
ら
出
獲
す

る
。
彼
は
教
縄

一
致
の
膿
系
を
組
織
す
る
に
そ
の
基
礎
を
圓
覧
経
に
求
め
た
。
印
ち

「
心
寂
知
目
二之
圓
覧
一彌
満
清
深
中
不
レ寄
γ他
故
徳

用
無
邊
皆
同

一
性
性
起
爲
」相
…
」
と
言
う
如
く

「圓
覧
」
を
介
し
て

「寂
知
」
の
荷
澤
と
、
性
起
の
華
嚴
を
會
す
所
に
新
し
い
面
が
見

の

「
知
」



ら
れ
る
。

圓
覧
経
の
十
の
教
起
因
縁
を
述
べ
る
申
に
、
コ

顯
三
示
因
行
有
フ本
故
」
「
二
混
繕
果
相
成
γ圓
故
」
「
三
決
一一揮
悟
γ理
鷹
フ修
故
」
と
示

さ
れ
る
。
師
ち
圓
覧
は
e

一
切
如
來
の
本
起
因
地

(丈
殊
の
立
場
)
と
し
て
因
行
の
根
本
な
る
と
共
に
、
口
佛
の
究
寛
の
圓
照
清
浄
な
る
果

相
に
外
な
ら
ず
、
日
こ
の
因
果

一
禮
な
る
圓
覧
は
悟
理
磨
修
と
し
て
の
普
賢
行
に
於
て
決
澤
さ
れ
る
。
e
は
如
來
藏
的
な
終
敏
の
立
場
、

口
は
圓
教
、
㊨
鐘

行
と
の
頓
教
を
指
示
す
る
如
く
で
あ
る
。
こ
羅

は
嚢

で
は

頁

・終
頓
甦

韻

,～空
宗
相
審

、
亦
該
示

蓼

象
一一含
圓
到
一、
通
決
=悟
修
義
意
一、
具
二足
頓
漸
一…
」

と
示
さ
れ
る
が
正
旨
は
終
頓
二
教
に
あ
る
。
又
、
数
禮
と
し
て
は
理

(簾
性
門
)

に
封
し
て
理
事
無
凝

(無
磯
門
)
と
見
倣
さ
れ
る
。
「
如
來
藏
宗
則
正
撮
二終
頓
二
教
一。
二
教
倶
以
一一眞
澤

一
心

一究
寛
實
理
故
、
但
佛
説
時

儀
式
不
r同
故
成
=爾
教
ゴ

と
せ
ば
此
経
は
眞
性
を
宗
と
す
る
如
來
藏
縁
起
宗
を
宗
趣
と
さ
れ
る
。
宗
密
は
頓
教
の
立
場
を

「
頓
教
以
二顯

性
一印
爲
=破
相
一又
次
纒
染
本
空
印
是
法
身
、
則
具
二第
二
宗
及
第
四
宗

一
分
法
義
」
と
示
し
て
い
る
か
ら
眞
空
無
相
宗
に
も
撮
せ
ら
れ
如

來
藏
縁
起
宗
で
も
あ
る
。
更
に
頓
教
に
於
て

「
頓
指
一一繕
封
中
道
眞
性
己

と
か

「
顯
一二
眞
覧
性
一」
と
す
る
逐
機
顯
盟
の
頓
に
封
し
て
、

「華
嚴
経
初
成
佛
時
構
性

一
時
頓
読
理
事
本
末
始
終
因
果
窮
理
蓋
性
」
と
説
か
れ
る
化
儀
の
頓
と
は
圓
教
で
あ

つ
た
。
こ
こ
に
頓
と
圓
と

は
究
寛
眞
實
の
性
徳
に
於
て
罷
を
出
せ
ぱ
則
ち
同
じ
だ
が
、
名
義
、
教
門
施
設
は
別
と
言
わ
れ
る
。
頓
教
と
し
て
の
圓

覧

経

に
於
て
、

如
來
妙
圓
覧
心
」
等
と
示
さ
れ
る
所
で
は
圓
教
に
通
ず
る

(分
撮
の
立
瘍
)
と
見
ら
れ
る
。

以
上
の
如
き
頓
教
は
縄
に
順
じ
て
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
理
(露
性
門
)
を
教
罷
と
し
如
來
藏
縁
起
宗
と
し
て
性

の
立
場
を
宗
趣
と
し
、
更

に
圓
覧
経
を
介
し
て
、
理
に
於
て
破
相
顯
性
の
眞
空
無
相
宗

(始
数
)
に
、
性
と
し
て
は
.本
起
因
地

(終
敢
)
に
、
混
繕
果
相
と
し
て
は
圓

融
具
徳
宗

(圓
教
)
に
同
ず
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
構
造
を
基
礎
と
し
て
教
暉
融
會
が
論
成
さ
れ
る
。

輝
源
諸
詮
集
都
序
に
於
て
、
宗
密
は
輝
を

「定
慧
通
稻
爲
一一輝
那
一此
性
是
輝
之
本
源
、
故
云
=輝
源
一。
亦
名
二縄
那
理
行
一者
、
此
之
本

源
是
輝
理
、
忘
γ情
契
γ之
是
暉
行
、
故
云
=理
行
一」
。
と
す
る
如
く
理
行
相
参
の
旨
に
達
す
べ
き
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
達
摩
門
下
展
轄
相

主
峯
宗
密
の
「知
」
の
思
想
に
つ
い
て

一
一
九



縄

學

研

究

一
二
〇

傳

す

る
も

の
は

「
頓

=悟

自

心
本
來

清

浮

一、

元
無

=
煩

悩

一、
無

漏

智
性
本

自
具

足
、

此

心
師

佛

、
畢
寛

無
爲

」

を
以

て
修

す

る
如
來

清
澤

輝

で

あ
り
、

一
行

三
昧

、
眞

如

三
昧

と
し

一
切

三
昧

の
根

本

で
あ

り

「
若

能
念

念
修

習
、

自
然

漸
一一得

百
千

三
昧

一」

と
す

る
。

ま
ず

「
佛

語

」

と
し

て
萬

代
依

慧

た
る
教

と
邸

時

度
脱

、
就

機
玄

通
を
宗

と

す
る

「
佛
意

」

た
る
輝

と

の
相

鷹
契

合

に

つ

い
て
十
所

以

を
畢

げ

「
須

知

二
経
論

権
實

一、
方

辮

二
諸
揮
是

非

一、

又
須
識

=
輝

心
性
相

、

方
解

一一経
論

理
事

こ

と
言

う
観
貼

か
ら
、

輝

の
三
宗

と
教

の

三
種

を

配
封

相
符

し
縛
じ

て

一
味

に
融

會

せ
ん

と
す

る
。

縄

の
三
宗

と
は
、

e

息
γ
妄

修
γ
心
宗

は

「
背

γ
(
混

)
境
観

γ
心

、
息

=
滅
妄

念

一、
念
蓋

印
覧

悟
」

と

「
遠
=
離

債

岡

一…
心

注
一二

境

こ

と
を

理
行

と
す

る
。
⇔
混

繕
無

寄
宗

は

「
凡
聖

等
法

皆
如

二
夢

幻

一…

本
來

空
寂

」

を
旨

と

し

「
無

=

修
不

修

一
」
な

る
所

の
本
來
無

事

を
謹

と

す

る
。

㊨

直
二
顯

心
性

一宗

は
、

一
切
諸

法

は
唯
眞

性

に
外

な
く
、

眞
性

は
無

相
無

爲

の
故

に
凡

聖
因

果
善

悪

い
ず

れ
で
も

な
く
、

盤

は

一
切

を

離

れ
て

い
る
が
而

も
師

艦
之

用

と
し

て
種

々
造
作

し
能

く
凡

聖

を
現
わ

す

と
読

く
。

こ

の

内

、
①

「
師

今

能
語
言

動
作

、
貧
唄

慈
忍

…
師
汝

佛
性

、
即

此
本

來
是

佛
」

と

し

「
不

噺
不

修
、

任
運

自
在

」

な
る
を

解
脱

と
す

る

の

は

洪

州
宗

の
立

場

で
あ

る
。
②

「
妄

念
本
寂

、

塵
境

本
空

、
空

寂
之

心
戴
知

不
昧

。
印

空
寂

知
是

汝
眞

性
、

任

レ
迷
任

γ
悟

心
本

自
知

、

不

=

籍

γ
縁

生

一、

不

=因

γ
境

起

一、

知
之

一
字

衆
妙

之

門
…
頓

=
悟

空
寂
知

一、
知

且

無

レ念

無

r
形
、

誰
爲

=
我
相

人
相

一」

と
説

い
て
寂
知

を

理

と
す

る
の

は
正

し
く
荷

澤
宗

を
示

す
も

の

で
あ
り

、
無

修

の
修
な

る
無
念

に
よ

つ
て
寂
照

現
前

し
慮

用
無

窮

な
る
を

眞
詮

す

る
。

次

に
教

の
三
種

と

は
e
密
意

依
性

設
相

教

で

は
、
①

人
天

因
果
教

(
人
天
教
)

と
②

断

γ
惑
滅

レ
苦

教

(
小
乗
教
)

③

將

γ識

破

r
境
教

(
唯

識
教
)

で
あ
り

、
③

は
縄

の
息
妄

修

心

に
相
當

す

る
。

口
密
意

破
相

顯
性
教

は
般

若

空
観

の
立

場

で
あ
り

暉

の
混

繕
無

寄

に
同
ず

る
。
日

顯
示
眞

心

師
性
教

と
は

「
開

二
示

霰
知

之

心
邸
是

眞
性

、
與

γ
佛
無

γ異

」

を
旨

と
し
暉

の
眞

顯

心
性
宗

と
全

く
同

じ

と
さ

れ
る
。

更

に
此

教

の

一
眞

心
性

(知
)
を
以

て
全
棟

し
、

全
攻

し
て
破
相

読
相

共

に
撮

し
て
、

そ

の
了
義

た
る
を

顯
わ
す

。

三
宗

三
教

に
於

て
説

相

か
ら
顯

性

へ
の
方

向

に

意
義

を
見

出

す

と
せ
ば

空
有

相

封

(6
と
口
)
、
性
相

相
封

(日
と
8
)
よ
り

も
空

(破

相
)
性

(
顯
性
)
相

封

が
重

硯

さ
れ
次

に
そ
の
十
異

を

以

て
性

宗

が
樗

揚
さ

れ
る

の
で

あ
る
。

か
く

て

三
宗

三
教

は

一
味

法

と

し
て

融

ぜ



ら
れ
、
更
に
頓
漸
悟
州
の
實
践
面
で
も
解
悟
、
詮
悟
に
通
じ
て
頓
悟
頓
修
、
修
悟

一
時
の
罷

(定
)
用

(慧
)
具
足
の
所
を
敏
藤

一
致
の

基
礎
と
し
、
起
信
論
に
よ
つ
て
迷
悟
順
逆
の
十
重
の
行
相
を
示
す
の
で
あ
る
。

三
宗
三
数
の
封
懸
を
圖
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

(原
人
論

ゼOゼc

大
正
藏
四
五
・蓮
Oc
)
(暮

四
八
諜

(叢

縮
一評
纈
)
(鐸

)
鮮

)

○
儒

・
道

二
教

ω
人

天

教
…
人
天
因
果
敏

ー

義教緬
羅

雛

撫

…鮮
雛

藩

念騰門麹

…一騨

ー

教
-
㈲
一乗
顯
性
教

ー

日
醐
.謡

性
簿

直
輔
心膿
.
～『碗
蜜

w

⑦④

　口
と
同

じ
理
を
説

く
が
所
宗

と
す

る
に
は
非

ず

天

台

⑩

以

上

に
よ

つ
て
宗

密

の

「
知

」

(
眞
性
)
も
、

空
性

十
異

の
辮
別

に
順

じ
て
性
宗

の

立
場

を
見

て
行

け
ば

自

ず

か
ら

明
ら

か

に
な

る
で

あ
ろ

う
。

ω
法
義

眞
俗

異

で

は
、
空
有

等
種
種
差

別

が
義

と
せ
ら

れ

る

に

封

し

一
眞
性

を
以

て
法

(自
性
、
眞
諦
、

一
乗

の
立
場
)
・と
す

る

意
味

が

明
示

さ

れ
る
。

ω

心
性

二
名
異

で
は
、
「
本
性

不
二
但

空
寂

一而

乃
自
然

常
知

」

の
故

に
知
が

心

と
さ

れ
る
繹

で

あ

る
。

所

謂
、
宗

oo

密

の
乾

柳
栗

陀
耶

(
堅
實
心
、
貞
實
心
、
眞
心
)

で
あ

ろ
う
。

こ
こ

に
楊

伽
経

の
如
來

藏
藏

識
、

起
信

の

一
心
、

勝
髭

の
自

性
清

浄

心
、
又

は
在
纒

法
身

が
學
げ

ら
れ

る
。

こ
れ
は
、

主
峯
宗
密
の

「知
」
の
思
想

に
つ
い
て

一
二
,一



輝

學

研

究

一
二
二

此

(顯
示
眞
心
即
性
)
教
説

、
一
切
衆

生
皆

有
=
空
寂
眞

心

一、

無
始

本
來

性
自

清
浄

(寳
性
論
云
・-
、
勝
童
云
…
)
明
明

不

γ昧

、
了

了
常

知

。

壷
未

來
際

、
常

住
不

滅

名
爲

=
佛
性

一、
亦

名

=
如
來
藏

一、
亦

名

=
心
地

一
(達
摩
所
傳
是
此
心
也
)
從

=
無
始

際

一妄

想
窮

γ
之
、

不

=
自
謹

得

一耽

二

著
生

死

一
。
大
覧

慰

γ
之
、

出
=
現
於
世

一、

爲
読

=
生

死
等
法

一
切

皆
空

一、
開

…
示

此
心

全
同

二
諸
佛

綱
。

と
説

か
れ

る
所

に
そ

の
意

を
見
出

す

で
あ

ろ
う
。
更

に
宗

密

は
、
出

現
品

の
破

塵
出

経

の
喩

を

引
誼

し

て
い
る
。

㈲
性

字
燈

異

で
は
、

性

は
霊
明

常
住

不
空
膣

で
あ

る
。
文
超

の
見
解

に
從

つ
た
と
見
倣

さ

れ
る
。
宗

密

の

「
性
起

と
は

法
界

の
性
全

盟
起

つ
て

一
切

諸
法

と
成

　る
」

と

の
見

方

は
眞
性

湛
然

た
る
簸
明

全
燈

即
用

と

し
て

こ
の
性

に
基

づ
く

で

あ
ろ
う

。
ω
眞

智
眞

知
異

で

は
、
空
宗

で
は
分
別

を

知
、

無

分
別

を
智

と

し
智

深
知
淺

と
見

倣
す

ば
、

性
宗

の
立
場

は

「
以
下
能
謹

二
智

理

一之
妙

慧

上爲

γ
智
、

以
下
該

二
於

理
智

一、

通

二
於

凡
聖

之
塞

性

上
爲

γ
知

。
知

通
智

局
」
。

と

し
知

は
能
謹

た

る
智

で
は
な

く
理

智
を
通

ず

る
と

さ
れ

る
。

宗

密

は
知

に

つ
い
て

「
此
言

γ
知
者

不

二
是
謹

知

一、

意
説

下
眞
性

不
う
同
一一虚

空
木

石

一故

云

γ
知
也

。
非

γ
如
二
縁

γ
境

分
別

識

一、

非

レ
如
二
照

r
農
了

達
之

智

一。
直

是
眞
如

之

性
自
然

常

知
。

と
読
明

し
、

起
信

論

の

「
眞

如
者

自
膿

眞
實
識

知

」
華
嚴

廻
向

品

の

「
眞

如

照
明
爲

レ
性

」

等

を
誰
擦

と
し
、

「
智
局

=
於

聖
…
知

師

凡
聖

皆
有

、

通
二
於

理

智
」

と
す

る
智

と
知

の
分
別

は
、

澄
観

の
間
明

品
、

文

殊
偶
頒

の
繹

を

祀
述

す

る
も

の
で
あ

る
。
又

寳
藏

論

の

「
知

γ
有

有
壊

、
知

・
無

無
敗

。
(
此
皆
能
有
無
之
智
)
眞

知
之

知
有

無
不

γ
計

(師
自
性
無
分
別
之
知
)
。
」

を

も
引
誰

し

て

い
る
。
㈲

遮
詮
表

討
異

で
は

、

遮

詮

と
は
眞
妙

の
理
性

を
論

く

に
不

生
不

滅
等

の
如

く
非

を
遣

り
諸

鯨

を
棟
卸

す

る
も

の
だ
が

、
性
宗

は

「
直

三
爪
當

禮

一
」

の
表

顯

の
立

場

で
あ

る
。
例

せ
ば

知
見

覧
性

、

蟹
堕
光

明

…
等

と
す

る
如
き

で
あ

る
。

遮
詞

の

み
は
尚

、

未

了

で
あ

つ
て

「
見

今

了
然

而
知

師
是

心

性

」

と
認

得

せ
ば

遮
表
、

時

に
臨

む

に
任
す

べ
き

と
さ

れ
る
。
圓

覧
経

大

疏

の

「
心
寂

而
知

」

を
宗
密

は
繹

し
て

「
…
寂

者
即
是

決
定

之

禮

。
堅
固

常
定

、
不

喧
動

不
攣

異
之

義
、

・"
…
・知
者

謂
=
農

自
知

覧
、

明
明

不
昧

、
棄

r
之
不

γ
得

、
認

r
之
不

レ
得
、

是

當
艦
表

顯
義

、

非

二

⑯

分
別

比
量

義

一」
。

と
読

く

の
も

こ
の
立
場

で
あ
ろ

う
。

尚

「
寂

而
能

知
」

の
構

造

は
、

紳

會
、

澄
観

の
艦

(寂
)
用

(知
)

一
致

の
思
想

に
從

が

う
も

の
で

あ
り
、
圓

覧
経

の

「
圓
覧

普

照

(知
也
)
、

寂
滅

無

二

(寂
也
)
」
、

理

塔
経

の

「
等
覧

照
寂

、
妙
覧

寂

照
」

金
光

明
経

、



撮
大
乗
論
の

「
佛
果
無
一一別
色
聲
功
徳
一唯
如
如

(知
也
)
及
、
如
如
智

(知
是
)
」
な
ど
と
説
か
れ
る
所
に
そ
の
義
を
見
出
し
て
い
る
。
ω

認
名
認
盟
異
で
は
、
喩
え
ば
清
濁
、
止
流
で
萬
物
を
概
灌
し
萬
繊
を
洗
際
す
る
功
能
義
用
を
以
て

「水
」
だ
と
名
を
摯
げ
ら
れ
る
が
智
者

は
水
の
盟
を
徴
し
て

「灘
邸
是
水
」
と
剋
艦
し
て
示
す
様
に
、
佛
法
に
於
て
も
、
垢
浮
、凡
聖
に
通
じ
、
能
く
世
間
出
世
間
の

一
切
諸
法
を

生
ず
る
も
の
は
「
心
」
だ
と
さ
れ
る
が
、智
者
は
追
究
し
て
「知
即
是
心
」
と
的
示
す
る
。
こ
こ
に

「知
之

一
字
亦
貫
二
於
貧
瞑
慈
忍
、
善
悪

苦
樂
萬
用
萬
義
之
庭
一」
。
で
あ
り
衆
妙
之
門
と
言
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。
宗
密
は
達
摩
の

「
心
」
を
以
て
神
會
が

「知
」
と
読
い
た
根
嫁

を
こ
こ
に
置
く
。
空
宗
は
初
學
淺
機
に
封
し
て
、
随
言
生
執
を
遮
す
所
に
名
を
標
す
意
義
が
あ
り
、
性
宗
は
久
學
上
根
に
封
し
て

一
言
に

禮
を
直
示
す
る
の
で
あ
る
。
㈹
二
諦
三
諦
異
で
は
、
空
宗
は
二
諦
に
立
ち
、
性
宗
は

一
切
性
相
及
び
自
罷
を
振

し
て
三
諦
と
す
る
。

「
一

眞
心
盟
非
空
非
色
、
能
空
能
色
、
爲
=中
道
第

一
義
諦
一」
と
読
か
れ
、
天
台
の
三
諦
、
三
観
、
三
徳
と
し
て
も
示

さ
れ
る
。
澄
観
が

「
言
γ

止
則
隻
忘
智
寂
、
論
γ観
則
隻
照
寂
…
…
以
知
二寂
不
二
之

一
心
一、
契
空
有
隻
融
之
中
道
一」
。
と
説
く
立
場
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

暉
の
立
場
と
し
て
は
、

達
摩
は
文
を
棟
ん
で

「
心
」
を
傳
え
其
盤

(知
是
心
也
)

を
獣
示
し
た
の
で
あ
る
が
、
荷
澤
の
時
に
至
つ
て
宗

⑯

旨

の
滅
紹

す

る
を
恐

れ

て
、

「
知
」

の

一
字

を
明
言

し

た
所

に
、

宗

密

は
そ

の
歴

史
的

必
然

性

を
見

ん
と

し

て

い
る
。

こ
の
立
場

で
輝

の

四
宗

を
説

け
ば

、
悟

理

に
於

て
は
、

一
切

皆
妄

(北
宗
)
、

一
切
皆
無

(
牛
頭
宗
)、

一
切

皆
眞

(洪
州
宗
)
、

こ
れ

に
慮
ず

る
修
行

と
し

て
、

伏

心
滅
妄

(北
宗
)
休

心
不

起

(
牛
頭
宗
)
信

任
情

性

(洪
州
宗
)
と
さ

れ

、
荷
澤
宗

は
任
迷

任
悟

心
本

自
知

で

あ
り

、
寂

知
印

ち
眞

性
を

理

と
し
無

念
を
宗

と
し
無

修

の
修

で
あ

る
順

性

を
行

と
す

る
。
更

に
四

宗

の
暉
理

の
深
淺

得
失

を

辮
明

す
る

に
、

一
切
差

別

の
色
相

な

き
唯

圓

浄
明

の

一
摩
尼

珠

を
、

空
寂

に
し

て
常
知

な

る

一
璽

心

に
喩

え
ら

れ
る
。

そ

れ
は
随
縁

と
し

て
は

「
以
二
燈

明

一
(知
)
故
、

封

=
外
物

(
諸
縁
)
時
、

能
現

二
(
分
別
)

一
切

差
別

色
相

一
(是
非
、
…
種
種
事
数
)
」

で
あ
り
、

不
攣

の
義

に
於

い
て
は
、

「
色
相

自
有

=
差

別

一
(起
滅
)

明

珠

(
能
知
之
心
)
不
一一曾

攣
易

こ

と

さ
れ

「
塞
明

知
見

與
黒

暗
無
明

、

錐
=
印

相
違

一而
是

一
艦

」
。

の
場

合

に
比

せ
ら

れ
る
。

先
づ

e
北

宗

は
黒
暗

去
却

し

て
明
相

出
現

を
待

つ
立

場

と
さ

れ
、

口

洪
州
宗

は
但

黒
暗

に
師

し

て
明
珠

で

あ
り
乃

至
青
黄

種

々

に
郎

す

主
峯
宗
密
の

「
知
」
の
思
想
に
つ
い
て

=

一三



輝

學

研

究

=

一四

る

と
言

う
。
㊨

牛
頭
宗

は

「
明

黒
都

無
」

「
徹
盟

全

空
」

と
す

る
。

四
荷

澤
宗

の
見
解

は

「
諸

の
色
相

の
庭

に
印

し

て
、

一
一
に
但
螢
浮

圓

明

の
珠
盟

の
み
を
見

れ
ば

、
師

ち
珠

に
し

て
惑
わ
ず

と
す

る
、

印
ち

「
正

見
二
黒

色

一時
、

黒
元

不

γ
黒
、

但
是

其
明

」
。

と

し
、
有

無

自

在

に
し
て
、

明
黒

融
通

す

る
の

で
あ

る
。
次

に
明
珠

は
能
現

の
腱

に
し
て
、

永

に
攣

易

な

し
」

と
言

う

こ
の
荷

澤

の
立
場

か
ら

他

の
是
非

を
到

ぜ

ば
、

e
北
宗

は

「
擬

一離

γ
黒
覚

フ
珠

」

の
弊

に
堕

し
易

く
、

⇔
洪

州
宗

は

そ

の
後

學

者
が

「
專

記
二
黒

相

一、
或

認

二
種
種

相

一、
爲

=

明
珠

こ

と
言

う
如

く
、
明

珠

を
認
得

す

る
上

に
明
誰

性

を
嵌

く
。

即

ち
随

縁

の
面

で

の
混
同

、

不

攣

の
面

で

は
諸
色

を

認
知

し
得
ず

、

明
珠

の
相

を
局
限

す

る
恐

れ
を

も

つ
。

日

牛
頭
宗

で
は

「
色
相

皆
空
之

庭

、
乃

是
不

空
之

珠

」
を
悟

ら
ず

と
さ

れ

る
。

荷

澤

の

「
知

」

の

立
場

か

ら

「
將

γ
前
望

γ
此

」
(
棟

)
せ
ば
前

三
宗

は
未

だ

理
を
見

な

い
も

の

で
荷

澤

と
廻
異

す

る
が

、

「
將

γ
此
撮

レ
前
」

(
牧
)

せ
ば
荷

澤

の

見

解

に

て

「
黒
即

無
黒

」

と
す

る
は

「
一
切

皆
無

」

(牛
頭
)

に
、

「
黒
邸

是
珠

」

と
す

る

は
洪
州

宗

に
、

通

ず

る
も

の
で
あ
り

、

荷
澤

本

㈹

宗

を
以

て
三
宗

全
同

の
立

場
を

得

る
。

宗
密

に
と

つ
て
は
寂
知

は
種

々
の
遮

遣

の
詞

を
牧
束

し
て

一
切

を
撮
、蓋

す
る

も

の
で
あ

り
、

洪
州

宗

に
も
塞

覧
、

堕

照
等

と
表

顯

の
立

場

も

み
ら

れ
る
が
、

愚
者

は
智

る
無

く
、

心
無

記

な
る
時

は
照

竪

と

い
え

ぬ
黙

で

「
知

」
と

同
ぜ

ら

れ
な

い
と
す

る
。
空

寂
知

と

は

「
空

却

二
諸
相

一、
猫

是

遮
遣
言

」
、

「
寂
是

實

性
不
攣

動

義
不

γ
同

二
空
無

一」

「
知

當
艦
表

顯
義

不

γ
同

二
分
別

一」

と

さ

れ
眞

心

本
盟

を
指

す
故

に
、

地

位

に
随

つ
て
名

義

は
殊

な
る
が
獲

心

よ
り

成

佛

に
至
る

ま

で
貫

通

す

る
と
見

ら

れ
る

。

印

ち

了

悟

の
時

に
約

せ
ば

理

(寂
)

智

(知
)

で
あ
陵

悪

籍

の
時
は
止
観

(止
息
羅

契
・於
塞

、
観
照
・籍

真

・於
弩

と
し
、任
畿

行
の
時
は
定
慧

(螺
難

認

酸

騰

鑛

・雛

馨

)
で
あ
り
煩
馨

き
功
行
羅

し
成
佛
す
る
時
に
於
て
は
菩
提

(此
醗
爲
γ畳
　即
是
知
)、
浬
藥

(
此
翻
爲
二寂
酷

是
寂
.)
と

こ

な

墾
ザ
ら
れ
る
。
更
に
宗
密
は

「
用
」
に
就
い
て
二
義
を
學
げ
る
。

「眞
心
本
躍
有
三
一種
用
二

者
自
性
本
用
、

二
者
随
縁
磨
用
」
と
で
あ

つ
て
、
洪
州
宗
が
語
言
動
作
等
を
以
て
心
性
を
顯
わ
す
の
は
随
縁
鷹
用
の
み
を
験
わ
す
比
量
顯
に
過
ぎ
ぬ
が
荷
澤
宗
は

「
心
燈
能
知
、
知

師
是
心
、」
と
知
を
以
て
心
を
顯
わ
す
現
量
顯
に
立
つ
。
そ
こ
に
寂
知
と
し
て
自
性
本
用
が
示
さ
れ
る
。



宗
密
に
と
つ
て
は
、
圓
覧
と
は

「
直
示
法
艦
」
で
あ
つ
て
、・
渥
禦
の
佛
性
、
法
華
の
一
乗
妙
法
、
浮
名
の
不
可
思
議
解
脱
、
金
剛
の
般

若
等
は
圓
覧
門
中
差
別
の
義
と
さ
れ
る
。
輝
の
離
念
無
念
も
此
の
中
の
遮
過
彿
迩
の
意
に
す
ぎ
ぬ
と
さ
れ
る
。
圓
覧
門
と
は
、
文
殊
章
の

「
善
男
子
。
無
上
法
王
有
=大
陀
羅
尼
門
一名
爲
=圓
覧
一流
二出

一
切
清
澤
眞
如
菩
提
浬
葉
及
婆
羅
蜜
一教
=授
菩
薩
一」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。

一
切
染
浮
諸
法
皆
逃
圓
覧
よ
り
流
出
し
、
百
千
萬
法
悉
皆
悟
入
す
る
所
に

「門
」
の
義
が
あ
り
、
圓
覧
の
塵
沙
徳
用
を
指
示
す
る
の

で
あ
砺
・
圓
覧
経
は
理
智
を
宗
と
す
る
と
言
ら
立
場
か
ら
は

「
理
智
者
、
理
是
奮

、
智
是
箋

、

始
本
不
二
爲
二究
葺

軍

、
非
桓

以
=諸
法
寂
滅
虚
凝
無
爲
無
相
一便
爲
わ
理
也
、
亦
非
下但
以
二能
澄
能
了
除
闇
明
等
一爲
∋智
也
。

又
理
是
智
之
道
理
、

智
是
有
理
之
智
」
と

説
か
れ
る
軸
・
こ
れ
ら
は
・
蓮

の

「
知
之

一
字
衆
妙
之
盟

で
あ
り

「
寂
知
」
に
同
ぜ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
教
の
立
場
か
ら
は
羅

は
果
相
に
於
て
は
華
嚴
の
立
場
、
因
性
に
依
れ
ば
如
來
藏
を
指
す
。
こ
れ
は
又
如
來
藏
宗
の
立
場
と
し
て
、
圓
覧
経
は
在
纒
因
性
の
終
教

位
を
象
ね
、
法
身
果
上
の
性
起
圓
教
を
宗
之
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
「知
」

(眞
心
)

は
澄
観
に
於
て

「総
該
萬
有
邸
是

一
心
」
で
あ
り
、

宗
密
の
こ
れ
を
五
教
に
繹
す
る
所
の
頓
教
の
混
紹
染
澤
の
一
心
に
樹
し
圓
教
と
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
。
澄
観

は
能

(普
願
行
願
)
所

(法

界
)
契
合
に
於
て
、
因
門
可
読
の
上
で
、
無
分
別
智
を
も
つ
て
理
法
界
を
誰
す
る
に
五
門
を
開
く
が
、
宗
密
で
は
第
三
能
所
倶
混
が
頓
教

の
讃
道
と
さ
れ
る
。
「混
」
に
は
互
奪
と
本
心
頓
現
の
二
意
を
持
つ
が
、
宗
密
の
立
場
は
理
と
智
以
前
に
蟹
知
頓
現
を
示
す
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
暉
は
因
性
、
逐
機
に
、
華
嚴
は
果
現
、
化
儀
に
、
宗
と
教
と
し
て
旺
別
さ
れ
る
が
、
圓
敏
で
あ
る
化
儀
の
頓
に
於
て
因
は
果
海

を
該
ね
、
果
は
因
源
に
微
す
る
所
に
、
頓
教
と
し
て
の
輝
は
包
撮
さ
れ
、
敏
暉

一
致
が
完
成
さ
れ
る
と
す
る
立
場
が
説
か
れ
る
。
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右
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之
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)

同

大
疏
砂
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下

(績
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・
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二
七

四
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下
)

同

大
疏

上

噌

(
一
一
六
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上
)

主
峯

宗
密

の
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」

の
思

想

に
つ

い
て

一
二
五
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輝

學

研

究

同
妙

一
下

く
二

一
八
右

下
)

同

三
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(
二
八

一
左

上
)

同

二
上

(
三
三

二
右

下
)

都
序

(
三
九

九

a

・
b
)

同

(
四
〇

二
b

・
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四
〇

三

a
)

同
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四
〇

三

a
～

四
〇

五

c
)

同

(
四
〇

六

a
～

四
〇

七

a
)

同

(
四
〇

一
c
参

照
)

都

序

(
四
〇

四

c
)
、

原

人
論

(大

正
藏

四
五

・
七

一
〇

a
参

照
)

行

願
品
疏

針

一

(績

一
・
七

・
五
ー

四
〇
〇

左

上
)

都

庁

(
四
〇

四

c

・
四
〇

五

a
)

大
疏
砂

一
之

上

(
二

=

二
右

上
下
)

都
序

(
四
〇

五
b
)

承
襲

圖

(
四

三
六
左

上
下
～

四

三
七
右

上
下
)

同

(
四

三
七
右

下
左

上
)

同

(
四

三
七

左

下
)

・
大
疏
砂

一
之
上

(
一
=

三
右

下
参

照
)

大
疏

上
之

二

(
一
二

一
右

上
)

・
圓

畳
経

へ大

正
藏
十

七

・
九

=
二
b
)

大
疏

上

三

大
疏

中
之

四

(
一
六
七

右
下
)

・
砂

十

之
下

(
四

三
八
左

下
)

行
願

品
疏
砂

二

(
四

二
三
右

上
)

同

二

(
四

二
九
右

下
左
)

(
=
二
〇
右

下
)

=

一六

結

繭
會
に
於
て
般
若
本
智
の
観
照
性
を
指
す

「
知
」
が
、
澄
観
に
よ
つ
て
璽
知
不
昧
と
し
て
、

一
心
法
界
の
詮
と
さ
れ
、
潤
の
南
北
を
融

會
す
る
根
擦
と
さ
れ
た
。
更
に
宗
密
に
至
つ
て

「
寂
知
」
は

一
切
を
囁
壷
し
凡
聖
眞
妄
に
貫
通
す
る
と
説
か
れ
、自
か
ら
は

「
若

一
向
棟
=

却
縁
慮
妄
心
、
色
相
箋

、
頓
凝
塁

等
法
へ

偏
三
叢

知
へ

而
爲
=究
寛

者

互
未
=圓
通
帥

と
排
し
て
は

い
る
が
・
「本
智
能
く

知

る
」
と
言
う
意
義
は
、
そ
の
紹
封
性
を
強
調
す
る
事
に
依
つ
て
抽
象
者
な
面
が
出
て
來
る
。
宗
密
に
於
て
は

「
知
」
は
華
嚴
の
性
起
の
立



場
で
あ
り
、
圓
覧
で
も
あ
つ
た
。
空
宗
に
封
し
て
眞
性
と
し
て
性
宗
の
理
を
示
し
、
輝
の
四
宗
の
辮
別
で
は
、
特
に
洪
州
に
封
す
る
荷
澤

㈲

の
心
燈
表
顯
の
立
場
と
し
て
稻
揚
さ
れ
た
。
宗
密
は
圓
覧
経
普
願
章
の
四
病
を
以
て
洪
州
宗
は
住
、
北
宗
は
滅
、
牛
頭
宗
は
止
と
し
て
各

宗
の
嵌
階
を
指
摘
す
る
が
、
荷
澤
宗
の

「知
」
が
了
別
的
な
も
の
へ
指
向
す
る
意
味
で
は
作
病
の
恐
れ
な
し
と
言
え
な
い
。
後
代

「知
」

㈹

の
思

想
が

批

到

さ
れ

る
鮎

が

こ
こ

に
見

ら

れ
、
誤

解

も
生

じ
て
來

る
。

四
明

知
禮

は
鰻

知

を

「
無

=
修

爽
之
相

一」
と

し
、

大
慧
宗

呆

は
黄

龍

死
心

が

「
知
之

一
字
衆

祠

之

門
」

と
説

く
と

し
、

鳳
潭

は

「
知

之

一
字

此
是
清

涼

圭
山

病
在

二
膏
育

一」

と
批

到
す

る
。

し

か

し
、

無
念

の
直

誰

と
し

て

の
了

了
常

知

な

る
照
用

に
依

つ
て
、
正

覧

の
明

誰

性
が
件

な
う
所

を
、

「
知

」

と
す

る

に
は
、

何

ら
排

せ
ら
れ

る

べ
き
も

の
で

は
な

い
で
あ

ろ
う

。

苦

今
は
聯
會

・
澄
観

・
宗
密
の

「
知
」

の
思
想
の
流
れ
を
理
の

一
面
か
ら
見
た
に
す
ぎ
ぬ
が
次
に
残

る
問
題
と
し
て

e
、

「
知
」
と
頓
漸
悟
修
と
の
問
題
、
口
他
の
輝
思
想
に
比
較
し
て
の
意
義
、
日
後
代

の
教

・
輝

・
儒

・
へ
の
影
響
と
云
う
貼
が
課
せ
ら
れ
る
。

口

に
就
い
て
は
暉
思
想
史
研
究

(第

二
)
(
鈴
木
大
拙
氏
著
)
の
第
六
、
第

二
、
慧
能
以
後
の
輝
、
　口
日
四
㈲
節

に
説
か
れ
て
い
る
。

日

に
關
し
て
は
、
「
南
都
佛
教
」
第
三
號

(
一
～

一
〇
)
荒
木
見
悟
氏
、
「
宗
密

の
絶
封
知
論
」
に
詳
読
さ
れ
て
い
る
。

1

二
祀
微
妙
大
師
を
し
て

「
此
心

一
た
び
了
し
て
曾

つ
て
失
せ
ず
人
天
利
盆
す
壷
未
來
云
云
」
と
頒
せ
し
め
た
も
の
は
、
無
相
大
師

の

『
本
有
圓
成
佛
』
な
る

一
關
に
報
ゆ
る
所
で
あ
つ
た
。
「本
有
圓
成
」
と
は
正
し
く
蜜
覧
妙
明
の
眞
盟
、

所
謂

『了
了
常
知
』

に
外
な

ら
ぬ
が
、
暉
の
正
道
と
し
て
は

『爲
γ甚
還
作
二迷
倒
衆
生
一』

と
問
う
所
が
出
議
鮎
で
あ
り
、

常
に
そ
の
新
し
い
現
量
底
を
我
々
に
迫
ま

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
と

思

う
。

1

註
ω

圓
畳
経
大
疏
三
下

(
二
七
九
左
下
)

(5)(4)(3)(2)

圓
畳
経

(九
二
〇

a
・
b
)

十
不
二
門
指
要
砂

(
大
正
四
六

・
巻
下
七

一
三
b
)

法
集
別
行
録
入
私
記

(六
八
左
)

圓
畳
経
日
本
訣

(
上
)

日
本
大
藏

(
三
〇
)

主
峯
宗
密
の

「
知
」

の
思
想
に
つ
い
て

=

一
七

,


